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301のウイルスゲノムに GFP 遺伝子を組み込んだ 
OBPﾝ401を作成し，それによる腫瘍細胞へのラベリン
グの可能性を検討した．OBPﾝ401は腫瘍特異的に増殖




























３. 定量リアルタイム PCR 解析
　各がん細胞，正常細胞における hTERT プロモータ







△ E1 △ E3
Ad5
455bp 911bp 605bp 1,836bp
hTERTﾝp AdﾝE1A IRES AdﾝE1B polyﾝA CMVﾝp GFP polyﾝA
図１　OBPﾝ401の構造
制限増殖型アデノウイルス OBPﾝ401は，ウイルス増殖に必要なＥ1領域が除去されているアデノウイルスベクターを基本骨格としてい
る．hTERT プロモーターと IRES 配列で結合したＥ1Ａ，Ｅ1Ｂ遺伝子より成る増殖カセットを，ベクターの欠損したＥ1部分に組み
込み，GFP 遺伝子をウイルスゲノムのＥ3領域に組み込んでいる．
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４. in vitro における蛍光発現
　ヒトがん細胞Ｈ1299，SW620，HT29と正常細胞 
NHLF に OBPﾝ401を１あるいは10MOI で感染させ，
GFP 遺伝子の発現を蛍光顕微鏡で観察した．
５. in vivo における蛍光発現
　SW620または HT29細胞をそれぞれヌードマウスの
背部に５×106接種して，腫瘍が直径７㎜に増大したと














ての腫瘍細胞において mRNA レベルで hTERT の発








が，正常細胞 NHLF では OBPﾝ401の増殖は103倍に抑
えられていた（図３）．




















































































































































図２　ヒト腫瘍細胞と正常細胞における hTERT mRNA の発現









































































































































⒜ 同所性直腸癌リンパ節転移モデルは HT29細胞をヌードマウスの直腸粘膜下に移植して作成した．⒝ 腫瘍移植４週間後の直腸腫
瘍．白線は組織検査のための HT29直腸腫瘍の割面作成方向を示す．⒞ 直腸粘膜下の HT29腫瘍の HE 染色による組織切片．スケー
ルバーは10㎛（左 ×40，中央　左図の白線で囲んだ部分の拡大 ×400，右 HT29細胞のリンパ管浸潤（矢頭)×400）．⒟ HT29直腸腫
瘍に OBPﾝ401を108PFU/100ﾗ腫瘍内投与した．24時間後から腫瘍部位に GFP 蛍光を認めた（左）．OBPﾝ401を投与しなかった直腸
腫瘍には GFP 蛍光は認めなかった（右）．
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（LN３）に GFP 蛍光を認めた（右）．⒞ リンパ節の HE 染色切片．
リンパ節（LN１，LN２）にはリンパ節転移は認められない．リンパ
節（LN３）には転移腫瘍を認めた（矢頭）（左 ×200，右 スケール
バーは100㎛ ×400）．⒟ マウス No２では，４つの大動脈周囲リン
パ節（LN１，LN２，LN３，LN４）を認めた（左）．４つのリンパ
節のうち３つで GFP 蛍光を認めた（右）．⒠ リンパ節（LN１，LN
３）の微小転移巣（矢頭）（×200）．
表１　GFP fluorescence and histopathology status in para-






No｡ １ Positive 1 0 1 ( 33.3)
Negative 0 2 2 ( 66.6)
No｡ ２ Positive 3 0 3 ( 75.0)
Negative 0 1 1 ( 25.0)
No｡ ３ Positive 1 0 1 ( 33.3)
Negative 0 2 2 ( 66.6)
No｡ ４ Positive 0 0 0 ( 0 )
Negative 0 4 4 (100  )
No｡ ５ Positive 1 1 2 ( 66.6)
Negative 0 1 1 ( 33.3)
No｡ ６ Positive 3 0 3 ( 60.0)
Negative 1 1 2 ( 40.0)
No｡ ７ Positive 3 0 3 ( 50.0)
Negative 1 2 3 ( 50.0)
aMetastatic foci were detected histologically by hematoxylin and 
eosin staining｡
bNodes with light emitting spots and GFP fluorescence were 
evaluated as positive｡
cThe percentage of nodes with or without histologically 
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